
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親 の 会 の 活 動  

１ ０ 月  １ １ 月  １ ２ 月  

5 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 出 雲 支 部  

場 所 ： 療 育 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 燦 々  

時 間 ： 1 0: 0 0 ～ 1 2 : 0 0 

1 9 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 ｾ ﾝ ﾀ ｰ  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

２ 5 日 （ 水 ） こ と ば を 育 て る 親 の 会  

 ひ だ ま り の 会  

 場 所 ： 松 江 市 立 第 三 中 学 校  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

9 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 雲 南 支 部  

場 所 ：  つ つ じ ホ ー ル  

時 間 ： 1 0: 3 0 ～ 1 2 : 30  

1 8 日 （ 土 ） 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

  ～ 1 9 ( 日 )  

・ 鳥 取 県 の 大 山 で 「 宿 泊 研 修 」  

 

手 を つ な ぐ 育 成 会  

「 い い と も お や と も 子 育 て 講 座 」  

日 時 ： 未 定  

場 所 ： い き い き プ ラ ザ  

２ 2 日 （ 水 ） こ と ば を 育 て る 親 の 会  

 ひ だ ま り の 会  

 場 所 ： 松 江 市 立 第 三 中 学 校  

時 間 ： 1 4: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

7 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 出 雲 支 部  

場 所 ： 療 育 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 燦 々  

時 間 ： 1 0: 0 0 ～ 1 2 : 0 0 

2 1 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

時 間 ： 1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0  

2 0 日 （ 水 ） こ と ば を 育 て る 親 の 会  

 ひ だ ま り の 会  

場 所 ： 松 江 市 立 第 三 中 学 校  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

望 ゜ ～ ぽ う ～  

〇 発 達 障 が い 支 援 フ ォ ー ラ ム 2 0 1 7 i n 隠 岐 ご 報 告 〇  

『 生 き づ ら さ を 安 心 へ 』  

 
  ♪♪   隠 岐 は 絵 の 島隠 岐 は 絵 の 島   花 の 島花 の 島     磯 に ゃ 浪磯 に ゃ 浪   の 花 咲 くの 花 咲 く     里 に ゃ 人 情 の里 に ゃ 人 情 の   花 が 咲 く花 が 咲 く   (( ハハ

ヤ ッ シ ョ メヤ ッ シ ョ メ   ヤ ッ シ ョ メヤ ッ シ ョ メ )) ・ ・ ・・ ・ ・   ♩♩ ♫♫   

隠 岐 汽 船 に 乗 船 し 、 海 の 旅 を 満 喫 し 各 島 の 港 に 着 く 頃 に な る と 「 し げ  

さ 節 」 が 流 れ 、 到 着 し た こ と を 知 ら せ て く れ ま す 。 何 度 も 隠 岐 に 行 っ  

て い る 私 に と っ て は と て も 心 地 よ い 民 謡 の 一 つ と な っ て し ま い ま し  

た 。  

さ て 、 今 年 度 、 ８ 月 ２ ０ 日 （ 日 ） 隠 岐 島 文 化 会 館 に お い て 、 又 村 あ お  

い 氏 を お 招 き し 「 発 達 障 が い 支 援 フ ォ ー ラ ム ２ ０ １ ７ 」 を 開 催 さ せ て  

頂 き ま し た 。 初 め て 隠 岐 で 開 催 す る た め 、 場 所 、 人 数 の 確 保 等 々 不 安  

の 中 で の ス タ ー ト だ っ た の で す が 、 隠 岐 の 島 町 、 海 士 町 、 西 ノ 島 町 、  

知 夫 村 の 各 福 祉 課 様 を は じ め 教 育 委 員 会 様 、 社 会 福 祉 協 議 会 様 、 各 福  

祉 会 様 等 々 、 多 く の 方 に 前 日 か ら の ボ ラ ン テ ィ ア 、 当 日 の 即 売 と 大 変  

盛 り 上 げ て 頂 き ま し た 。 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 当 日 は １ ０ ０ 名 を 超 え る 皆 様 方 に 参

加 し て 頂 き 、 少 し で も 理 解 ・ 支 援 に つ な げ る こ と が 出 来 た の で は な い か と 思 っ て

お り ま す 。 隠 岐 の 皆 様 が 発 達 障 が い の 方 々 に と っ て 少 し で も  

『 生 き づ ら さ を 安 心 へ 』 の 副 題 の よ う に 、 地 域 の 中 で 支 え て  

頂 く こ と が 出 き た ら と て も 幸 せ な 毎 日 を 過 ご す こ と が で き る  

と 確 信 し て い ま す 。 参 加 し て く れ ま し た 当 事 者 の 皆 さ ん も と  

て も 隠 岐 が 気 に 入 っ て い ま し た 。  

 隠 岐 の 皆 様 、 本 当 に お 世 話 に な り あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 後 と も よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。  

 

2 0 1 7 年 1 0 月 発 行  

1 6 号  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ィ ッ シ ュ 医 療 相 談   診 断 ・ 投 薬 は で き ま せ ん が 、 医 療 に 関 わ る 心 配 ご と を 相 談 で き ま す 。  

＊ 予 約 制 で す ( お 一 人 1 時 間 弱 ) 。 医 師 定 期 相 談 は 医 療 に か か っ て い な い 方 を 優 先 さ せ て い た だ き ま す 。  

＊ 医 師 が 必 要 と 判 断 し た 時 は 発 達 障 が い の 専 門 的 な 検 査 を 行 う こ と 可 能 で す 。 そ の た め 、 相 談 に は 臨 床 心

理 士 が 同 席 さ せ て い た だ き ま す （ 詳 細 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い ）  

＊ 医 師 と の 相 談 後 、 発 達 障 が い に 関 す る 支 援 が 必 要 で あ れ ば 引 き 続 き セ ン タ ー で ご 相 談 も で き ま す 。  

相 談 は 予 約 制 と な っ て お り ま す 。  予 約 専 用 ダ イ ヤ ル 0 5 0 - 3 3 8 7 - 8 6 9 9  

月  日  担  当  医  師  場   所  時   間  

 

 

 

 

 

1 1 月  

 

 

 

 

6 日  

（ 月 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

9 日  

（ 木 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

③  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

④  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 0 日

（ 金 ）  

鳥 取 大 学 医 学 部 付 属 病 院  

兼 子 幸 一 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 安 来 会 場 》  

安 来 中 央 交 流 ｾ ﾝ ﾀ ｰ  

①  1 4: 0 0 ～ 1 5: 0 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

2 1 日  

( 木 )  

松 江 青 葉 病 院   

藤 本 晶 彦 先 生 ( 精 神 科 )   

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

2 9 日  

（ 木 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 隠 岐 会 場 》  

調 整 中  

調 整 中  

3 0 日  島 根 大 学 付 属 病 院  

三 木 啓 之 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

 

1 2 月  

1 3 日

（ 水 ）  

き む ら こ ど も フ ァ ミ リ ー ク リ ニ ッ ク  

木 村 正 彦 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 5: 3 0 ～ 1 6: 3 0  

②  1 6: 3 0 ～ 1 7: 3 0  

1 5 日

（ 金 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

長 谷 川 有 紀 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

作 品 展 示 会 の 開 催  
絵 画 等 、 皆 さ ん が 丹 精 込 め て 作 成 さ れ た 作 品 を 展 示 し 、 和 や か な 雰 囲

気 で の 交 流 の 場 を 企 画 し ま し た の で 、 沢 山 の 方 に お 出 か け い た だ き た い

と 思 い ま す 。 尚 、 入 場 料 は 無 料 で す 。  

 

日  時 … 1 1 月 2 3 日 （ 木 ） ～ 1 1 月 2 6 日 （ 日 ） … 1 0 時 ～ 1 7 時  

場  所 … 島 根 県 立 美 術 館 ギ ャ ラ リ ー ３ 室  
 

展 示 作 品 募 集 … 絵 画 や 手 作 り 品 等 、 1 0 月 下 旬 ま で に ウ ィ ッ シ ュ の 門 脇 ・ 川 上

ま で に ご 連 絡 下 さ い 。  

作 品 紹 介  

勝 部 さ ん の 作 品 は 約 3 ㎝ と 小 さ い で す が 躍 動  

感 に 溢 れ て い ま す 。 1 0 月 か ら フ ラ ン ス で 開 催  

の 「 日 本 の ア ー ル ・ ブ リ ュ ッ ト 展 」 に 出 展 さ  

れ ま す 。                      

勝 部 翔 太 さ ん の 作 品  

 



 

 

 

 

 

     

 

 

学 齢 期 の 印 象 深 い 出 来 事 を 振 り 返 る と 、 今 で は そ れ が 発 達 特 性 に よ る も の だ っ た と 理

解 す る こ と が で き ま す 。 授 業 中 静 か に 座 っ て い る こ と が で き ず 騒 ぎ だ し 、 席 か ら 離 れ

る こ と が あ り ま し た 。 ま た 、 怒 り な ど の 情 動 を 処 理 し き れ ず 、 よ く ク ラ ス メ イ ト と 喧

嘩 を し て い ま し た 。 集 団 行 動 も 苦 手 で 、 す ぐ に そ の 場 か ら 離 れ て し ま い ま す の で 、 先

生 か ら 名 前 を 呼 ば れ 振 り 返 る と 、 み ん な が 遠 く か ら 見 て い た こ と も 記 憶 し て い ま す 、

周 囲 か ら 叱 責 を 受 け る 機 会 が 多 く な っ て ゆ き ま す の で 、 強 い 抑 う つ や 不 安 を 感 じ る 児

童 で し た 。 チ ッ ク 症 状 や 腹 痛 と い っ た 身 体 症 状 が 現 れ 始 め た の も 、 学 校 で の 不 適 応 感

が 背 景 に あ っ た か ら だ と 考 え て い ま す 。  

8 月 2 0 日 に 隠 岐 フ ォ ー ラ ム で ご 一 緒 さ せ て 頂 い た 講 師 の 又 村 あ お い 氏 が 、 講 演 の 中

で 「 合 理 的 配 慮 」 に 関 す る お 話 を さ れ ま し た 。 「 何 ら か の 問 題 」 が 生 じ 「 障 害 に な っ て

い る 事 柄 （ 障 壁 ） を 取 り 除 く 」 と い う プ ロ セ ス に 例 外 は な い と 。 体 に 障 害 を 持 っ て い

る （ た と え ば 両 下 肢 に 障 害 が あ る た め 車 い す を 利 用 さ れ て い る ） 方 は 、 問 題 に な っ て

い る 事 柄 に 気 づ き や す く 配 慮 を 行 い や す い 傾 向 に あ る そ う で す が 、 発 達 特 性 を 持 つ

方 々 は 一 見 す る と 「 何 が 問 題 に な っ て い る か が わ か り に く い 」 と い う 特 徴 が あ り ま

す 。 ま し て 特 性 を 持 っ た 子 ど も た ち は 自 分 の 何 が 問 題 と な っ て い る か に 気 づ け な い ケ

ー ス も 多 く 、 不 登 校 や 反 抗 挑 戦 的 な 態 度 、 い じ め に 遭 う （ あ る い は 加 害 者 に な る ） 、 自

傷 行 為 な ど 二 次 的 な 形 で 問 題 が 顕 れ て ゆ き ま す 。  

学 校 と い う 場 は 発 達 特 性 を 持 つ 子 ど も た ち に と っ て 、 そ の 多 く は 逆 境 的 な 体 験 を せ ざ

る を 得 な い 状 況 で す 。 し か し 、 一 つ の 個 性 と し て 尊 重 し て く だ さ る 方 が 一 人 で も い れ

ば 、 学 校 生 活 が 豊 か な も の に な っ て ゆ く と 実 感 で き る は ず で す 。  

 

 

 

 

 

 発 行 元 ＊               
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